
公共空間の活用

水辺空間、公園、道路の商業利用。
まちの賑わいを創出する仕掛け。

桑名本物力博覧会

コンテンツ開発や磨き上げを推進。
事業化にチャレンジできる仕掛け。

ファンドの組成

優れたコンテンツの創

業・出店・商品化・経

営を支援。

利用制度の整備

マルシェ等のイベント

や軒先出店等、商業利

用の機会を提供。

ﾊｰﾄﾞ･ｲﾝﾌﾗ整備

利便性の向上、美観の

改善を推進。

･景観デザインの統一

・交通インフラの改善

・駐車場の整備

・電柱の地中埋設

・灯篭設置 etc... 
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観光客に向けて事業者に向けて

•まちの集客力が弱い、目的となるコンテンツが少ない、観光客の受入れ環境が不十分現状の問題点

•“魅力ある稼げるまち”づくり ⇒まちのブランディングコンセプト

•持続的なブランディングを推進する仕組みの創造（=ブランド協議会の自立事業モデル）マスタープランの役割

ブランド協議会の収益事業
（手数料、利用料、販売 etc...)

ブランディング活動

■ブランド協議会の自立モデル

ブランディング活動の継続客数（収入）の増加

■ファンドスキーム

マスタープランのコンセプト 2019年8月29日
桑名ブランド協議会

マネジメント型
事業化支援ファンド

ブランド協議会金融機関
MINTO機構
事業会社など

事業A 事業B

出資 配当 出資 配当

・・・

出資 配当 審査ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

情報の充実

総合的な情報を検索・

入手できる機会やツー

ルの提供。

･インフォショップ

・情報ポータルサイト

・AR、VR

・外国語対応 etc... 

■今後の課題

他団体とのコラボレーション

商工会議所、観光協会、商店連合会、

東部商研、石取保存会、自治会、

民間企業 etc...

住吉地区･七里の渡し周辺の
ブランディング


